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北塩原村から観光案内杉並区交流自治体

まるごと台湾フェア～すぎなみ台湾夜市

（ ）

が届きました
　北塩原村は、東京から北に約300km、福島県の北西に位置しており、総面積約234㎢のうち80％は山間部というと
ても自然豊かな村です。
　村は大きく4つの地区に分かれ、農業や観光、それぞれ独自の深い歴史がありとても魅力的です。
　まず「北山地区」。主にアスパラやきゅうり、米などを栽培しており農業が盛んな地区です。ここで収穫される米「天
のつぶ」は、つぶが大きく粘り気が少ないため、寿司米やカレーライスなどにオススメです！
　次に「大塩地区」。村の特産品「会津山塩」を作る温泉水の源泉である大塩裏磐梯温泉が湧く地区です。山塩は平安
時代から歴史があり、江戸時代には「献上塩」として会津藩に納められていましたが、1905年の塩専売制度によって
途絶えてしまいます。しかし、2005年に復活。今では、会津山塩ラーメンや山塩ソフトなど様々な商品に使用され、
皆様に愛される存在となりました。
　次に「桧原地区」。標高800ｍ、桧原湖の北側に位置する地区で、朝晩の寒暖差を活かした高原野菜の栽培が盛んです。
寒暖差があることで甘みが増し、特にトウモロコシはびっくりす
るほど甘い！他にも大根や白菜などはサイズが大きく甘みが詰
まっているため、冬の鍋料理に最適です。
　最後に「裏磐梯地区」。県内有数の観光地として、年間約200
万人の観光客が訪れます。1888年の磐梯山噴火により、一度荒
野となりましたが、遠藤現夢など人々の尽力で今の美しい裏磐梯
の姿に再生されました。沼によってエメラルドグリーンやコバル
トブルーなど、異なる色に見える五色沼湖沼群も噴火の影響で形
成された場所であり、裏磐梯を歩くと、あちらこちらに噴火の大
きさを垣間見ることができます。
　ほかにも、まだまだ伝えたい魅力が山のようにありますが、実
際に北塩原村を訪れ、ご自身の目で見て体感していただければ、
きっと「また来たい！」と思うはず。皆様のお越しを心よりお待
ちしております。　　　　　　　　 北塩原村商工観光課　大島 瑶子

11月4日（土）10:00～15:30　5日（日）10:00～15:00　桃井原っぱ公園（桃井3-8-1）

今回のツアーは、福島県北塩原村の「食」の安全とおいしさを伝えるため特別に開催
されます。五色沼散策や農業体験など、魅力あふれる北塩原村でお待ちしています。
詳細は、北塩原村商工観光課の X（Twitter）や HP をご覧ください。

杉並区民対象！北塩原村モニターツアー開催決定！

～錦秋の裏磐梯で、特別な体験をしてみませんか？～
令和５年11月11日（土）～13日（月）２泊３日（７食付）　参加費19,000円

展示室

・申込み／問合せ：（一財）杉並区交流協会　Eメール：info@suginami-kouryu.org　Tel:03-5378-8833　HP:https://suginami-kouryu.org/
＊お車でのご来場はご遠慮ください。　＊詳しくは杉並区交流協会のホームページをご覧ください。

まるごと台湾フェア・
海外文化セミナー共通

講演

展示

駐日ブルガリア共和国大使館
一等書記官
ペタル　ニコラエフ氏

ビリャナ・ストレムスカ「バラの
国の唄がきこえる」原画展、
ブルガリア民族衣装、
ウェディングドレス　他

ホール

“湖沼の国”裏磐梯（桧原湖上空より）

農家さんの愛情たっぷり高原野菜

　中学生の野球交流や東京高円寺阿波おどり台湾公演などで、杉並区が交流を
重ねる台湾。今年は「すぎなみフェスタ」と合同で開催し、大人気の台湾グルメ
に加えて、台湾歌謡や民族舞踊のミニステージ、台湾茶のワークショップなどを
通じて、台湾の魅力を紹介します。すぎなみフェスタでは、11月4日（土）には、台
湾雑技団のステージもあります。どうぞお楽しみに！

在日台湾原住民連合会のみなさん

四季蓋碗 台湾旅スケッチ

台湾グルメ・特産品の販売  そのほか、ランタン作りや夜市遊びなど
ミニステージ  定員：各回50名　（当日整理券配布  ❶11:00～  ❷13:00～）

ワークショップ  定員：各回12名

❶台湾歌謡を歌おう　11月4日（土）、5日（日）12:30～13:00 　講師：張瑞銘　
❷台湾原住民舞踊　11月4日（土）14:50～15:20　5日（日）14:30～15:00  在日台湾原住民連合会

事前予約制／10月15日までに
協会ホームページから申込み

11月4日（土） 台湾茶の楽しみ方～お話と試飲
講師：林太一　参加費500円
（1）10:30～11:00　（2）11:30～12:00
（3）13:30～14:00

11月5日（日） 台湾旅スケッチ～copicで描こう
講師：佐々木千絵　　（対象 小学3年生以上）
参加費1,000円（スケッチセット付）
（1）10:30～11:45　（2）13:00～14:15

共催：杉並区　後援：台北駐日経済文化代表処／台湾文化センター／台湾観光局・台湾観光協会

海外文化セミナー海外文化セミナー

　杉並区交流協会が毎年開催する「海外文化セミナー」。
　今年は「ブルガリア」を取り上げます。ブルガリアの魅力を
紹介する講演会や演奏など、盛りだくさんのイベントです！

ブルガリアブルガリア

ラドスラフ・ニコロフ ピアノコンサート
＆ブルガリアの音楽と踊り

〈時   間〉　開場13：00　開演13：30
〈定   員〉　500名
〈チケット〉　1,500円（全席自由）
〈チケット販売〉　杉並区役所内「コミュかる
　　　　　　　 ショップ」（９月１日～）他
〈問合せ〉　日本・ブルガリア青少年文化交流会
　　　　　　Tel　03-3398-1188
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交流協会の会員になりませんか？交流協会の会員になりませんか？
杉並区交流協会では、国内・国際交流の推進をはかるために、様々なイベント
を企画しています。あなたも会員になって、楽しく交流しませんか？

・個人会員  1,000円／年
　（9月以降入会の場合は初年度に限り500円）
・法人会員  20,000円／年
入会の月から3月31日まで（当年度末）

① イベントの情報や交流に関する情報紙「交流ニュース」などをお届けします。  
② 協会が実施するイベントに優先的に参加できる会員枠があります。
杉並区交流協会まで申し込みください。
※LINEでも情報を送ります。友達登録をお願いします。

年度会費

会員期間

会員特典

申込方法

※物産販売はいずれも雨天実施。売り切れ次第終了となります。マイバッグ（買い物袋）をご持参ください。
問合せ：区役所文化・交流課交流推進担当　☎03-3312-2111（代表）

 

 

 
 

10/20（金）～21（土）

10/22（日）

11/16（木）

11/26（日）
11/20（月）

12/11（月）～15（金）
12/17（日）

10月

11月

12月

開催時期 イベント名 イベント内容 開催時間 場所
北海道名寄市
秋の物産展
おぢやフェア

吾妻の朝市

おぢやフェア
冬のなよろ写真展

小千谷ふるさと市場

おぢやフェア

新潟県小千谷市の特産品販売

北海道名寄市の特産品販売

群馬県東吾妻町の特産品販売

新潟県小千谷市の特産品販売
新潟県小千谷市の特産品販売

北海道名寄市の冬の風景写真の展示
新潟県小千谷市の特産品販売

20日 11:00～19:00
21日 10:00～16:00
11:00 ～ 13:30

10:00 ～ 14:00

11:00 ～ 13:30
8:30 ～ 17:00

10:00 ～ 14:00

11:00 ～ 13:30

小千谷学生寮

杉並区役所青梅街道側入口前

杉並区役所中杉通り側入口前

12/21（木） 吾妻の朝市 群馬県東吾妻町の特産品販売 10:00 ～ 14:00 杉並区役所中杉通り側入口前

10/26（木） 吾妻の朝市 群馬県東吾妻町の特産品販売 10:00 ～ 14:00 杉並区役所中杉通り側入口前

小千谷学生寮
杉並区役所中杉通り側入口前

12/25（月） 小千谷ふるさと市場 新潟県小千谷市の特産品販売 11:00 ～ 14:00 杉並区役所中杉通り側入口前

杉並区役所区役所2階区民ギャラリー（A面）
小千谷学生寮

交流イベント情報交流イベント情報Event Information from SACE 

【日　時】

【場　所】

【内　容】

【共　催】

【協　力】

すぎなみフェスタin

２０２３年12月16日（土）12：00～16：30
セシオン杉並（杉並区梅里1-22-32）
講演、民族音楽・舞踊、観光・文化紹介、民芸品
販売など
詳細は11月上旬頃協会HPに掲載いたします。
杉並区　 
駐日ブルガリア共和国大使館、ブルガリア音楽グ
ループ「バルカン」、日本・ブルガリア青少年文化交流
会、早稲田大学校友会杉並稲門会、ゆめある舎
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忍野村
とうもろこし畑

続報続報

2023年９月12日現在

小学生（高円寺教室）

（国籍）

中学生（済美教室）

（国籍）

ベトナム、シンガポール、アメリカ、モンゴル、ネパール、中国、フィリピン、カナダ

ネパール、フィリピン、日本（中国生まれ、中国育ち）

26名

15名

「やさしい日本語」講座を開催しました

　「やさしい日本語」とは、むずかしい言葉を言いかえるなど、相手に配慮したわか
りやすい日本語のことです。例えば「地震直後は身の安全を確保してください」とい
う表現は、「地震が来たらテーブルや机の下に入ってください」と言いかえることがで
きます。このように、普段使っている日本語の表現を少し工夫するだけで、子どもや
お年寄り、障がいのある方、外国人など誰にでも伝わりやすい日本語になります。
これが「やさしい日本語」です。本講座はこの「やさしい日本語」を活用して、日
本に住む外国の人たちと円滑なコミュニケーションがとれるようになることを目的とし
て開催しました。
　講座の前半では、深田先生が具体例をあげて外国の人にも伝わりやすい「やさし
い日本語」を紹介、表現のコツを学びます。そして後半は、グループに分かれ実践です。
在住外国人や留学生（6か国7名）の皆さんに協力していただき、先生が用意したテー
マにそって「やさしい日本語」を使い、実際のコミュニケーションに取り
組みました。どのグループも笑い声があふれ、楽しい講座となりました。
　最後に、参加者の皆さんの声を紹介します。

　杉並区交流協会は、これからも多文化共生社会の実現に向けて、地域
の方々と在住外国人の皆さんが互いに学び合い、交流できる場を提供し
ていきます。

　今年１月、杉並区在住の外国にルーツのある児童・生徒を対象に『子ども日本語教室』が始まりました。今回はその
教室で活動するボランティアを養成する『子ども日本語学習支援ボランティア養成講座』を紹介します。
　養成講座は７月６日から始まり、全10回の日程で32名が学んでいます。取材した７月20日は、イーストウエスト日本
語学校講師の永田晶子先生による「外国にルーツを持つ子どもを支えるために ～さまざまな日本語や学習の支援教室」
と題した講義が行われていました。永田先生は杉並区交流協会の地域日本語コーディネーターとして『杉並区子ども日
本語教室』を立ち上げた一人です。今回の講義では、全国の日本語学習支援教室における取組について紹介があったあと、
最後に「やさしい日本語」についての実践練習がありました。参加者からは「先生や参加者の熱意がすごい」「参加者
が外国や言語に興味がある人が多く、共通点も多いのですばらしい出会いになった」などの声が聞かれました。
　永田先生は、「杉並版『子ど
も日本語教室』は杉並区交流協
会が杉並区や教育委員会と連携
して立ち上げただけあって、課
題や問題があった時に適切な対
応ができている。子どもたちや
ボランティアの方の成長に合わ
せて私も多くのことを学ばせて
いただいている」とおっしゃって
いました。また、今後は「幼稚園・
保育園から大人まで隙間なく日
本語が学べるような仕組みを考
えていきたい。そして、今年中
学を卒業する子どもたちがいる
ので、高校生になっても日本語
を学べる場があるように、大人
の日本語教室とも連携していき
たい」と熱く展望を語っておら
れました。

　８月26日（土）2019 年以来 4年ぶりに東京高円寺阿波おどりが開催されました。杉並区の交流自治体からも100人
近い踊り手が集まり『杉並区交流自治体～縁～』と『杉並区交流自治体～結～』の２つの連に分かれて多くの観客が集ま
る会場の中、踊りを楽しみました。
　開会前には、高円寺体育館でセレモニーが行われ、岸本区長、東京高円寺阿波おどり振興協会理事長の河原さん
が踊り団を激励しまし
た。
　南相馬市の踊り手さ
んからは「東京高円寺
阿波おどりは熱量がす
ごい。久しぶりだった
が、連の進みもスムー
ズで多くの演舞場で踊
れた。また、来年ここ
で踊れることが今から
楽しみ。」といったコメ
ントが寄せられました。

７月３１日（月）「子ども日本語教室」の児童・生徒（ネパール・
モンゴル・フィリピン・シンガポール・ベトナム・中国・日本）、
ボランティア、スタッフなど総勢30名は猛暑の東京を逃れ、
バスで忍野村へむかいました。

　忍野村では、現地の農家の天
野さんから収穫方法を聞いた後、
『しあわせコーン』という品種を、
みんなで楽しみながら約200 本
収穫しました。収穫したとうもろ
こしは一度には持ち切れず、子
どもたちは畑とコンテナとの間
を元気いっぱい何度も往復しま
した。
　次に忍野村にある『さかな公
園』に移動し昼食をとりました。
ここでは、忍野村観光協会の皆

さんのご好意でもぎ
たてのとうもろこし
をゆでて食べること
ができました。新鮮
なとうもろこしの味
に参加者は感動した
様子でした。昼食後
は水遊びやすべり台
などの遊具を楽しみ

ました。
その後『森の
学習館』で忍
野村の木の
実、葉っぱ、
茎などを使っ
たネイチャー
クラフトを体
験しました。
ネイチャークラフトではボランティアに手伝ってもらい
ながら写真立てなどを作りました。子どもたちそれぞ
れの思いのこもった素敵な作品ができ上がりました。
　参加した子どもたちは先生やボランティアと一緒に
自然豊かな忍野村で楽しい１日を過ごしました。
（広報０）

　５月22日（月）に杉並区の交流自治体である山梨県忍野村の畑に
とうもろこしの苗を植えました。
　とうもろこしは順調に育ち、「子ども日本語教室」の児童・生徒
を対象に「忍野村とうもろこし収穫体験」を行いました。

　講師に日本語教師の深田みのり先生を迎えて、６月はオンライン、７月は対面で開催。日本人24名と外国人
7名が「やさしい日本語」でコミュニケーションを楽しみました。

子ども日本語学習支援ボランティア養成講座
外国人ボランティアの皆さんと深田先生

永田晶子先生

『東京高円寺阿波おどり』が４年ぶりに開催されました‼

参加した
子どもたちの感想

参加した
ボランティアの感想

子ども達が目を輝かせながらとうもろこしを収穫する様子や、
水遊びではしゃぐ姿に微笑ましく感じました。
フレーム作りも本当にみんなの個性が出ていて、おもしろかったですね。
水場での遊びっぷりも個性的でした！
行きのバスの中、隣同士になった子ども達が最初はギクシャクしていたが、途中
からおしゃべりしたり楽しそうに遊びだして仲良くなっていたのがよかったです。

<日本人受講者 >

・やさしい日本語への言いかえは意外とむずかしかった。

・わかりやすく伝えることは外国の方だけでなく、日本人同士でも

  必要だと思った。

< 外国人ボランティア >

・私の日本語じょうずじゃありませんから、最初、緊張しました。でも、

  みんなやさしいですから、ゆっくり話しました。たのしかったです。

とうもろこしを折ってとるのが
楽しかった。
公園で滑り台をすべったり、水遊びをして
楽しかった。
とうもろこしがあまくておいしかった。
バスの中のクイズが楽しかった。

子ども日本語教室参加者の国別リスト
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